Ｗ３６－１
W３６　バーゲン・レイズ
（ＢＥＲＧＥＮ　ＲＡＩＳＥＳ）
◎　トータル・トリックの法則から、パートナーが５枚のスーツで１Ｈまたは１Ｓオープンし、貴方が４枚サポートを持っていたら、非常に弱いハンドでも３の代まで進んで競合できる。
１．メジャー・オープンに対して、例えば１Ｈオープンに対して
　　２Ｈ　：３枚のレイズ、６～10pts。
　　３Ｃ　：４枚のレイズ、７～９(10)pts。
（　）はBergenのOriginal。
　　３Ｄ　：４枚のレイズ、10～12pts。
　　３Ｈ　：４枚のレイズ、２～６pts。（プリエンプティブ）
　　４Ｈ　：５枚のレイズ、～９pts。（10ＨＣＰ以上ないこと）（プリエンプティブ）
　　４枚サポートで強いハンドのときは、１Ｈオープンに対して２オーバー１、スプリンター、２ＮＴ、３ＮＴ等をビッドする。
　　３枚サポートで強いハンドのときは、フォーシング１ＮＴの次に３Ｈ(Inv)をビッドする。
    １Ｈ－１ＮＴ

Forcing Bid。
　　　　　‐２Ｃ

３＋枚。


　‐‐３Ｈ

３枚サポート、10～12pt。
　　１Ｈ－１ＮＴ

Forcing Bid。


　‐３Ｄ

D4+枚。18+pts。


　‐‐４Ｈ

３枚サポート、８+pts。　
２．オープナーのリビッド
　　・２Ｈに対して６枚のＨであれば３Ｈまで競合できる。（５＋３＝８で２の代まで。６枚であれば６＋３＝９で３の代まで。）
　　・３Ｃまたは３Ｄに対してはハンドに応じて３Ｈまたは４Ｈ。
　　・３Ｈまたは４Ｈに対しては一般的にパス。
３．ダブルが入った場合
１Ｈ－（Ｘ）－２Ｈ　：３～４枚のレイズ、６～９pts。
　　
　　　　－２ＮＴ：４枚のレイズ、10+pts。（Jordan or Dormer）
　　

－３Ｈ　：４枚のレイズ、２～６pts。
　　

－redbl ：Ｈ３枚以下。10+pts。次に３Ｈ(Inv)等をビッドする。
４．オーバー・コールが入った場合
　　１Ｓ－（２Ｈ）－２Ｓ　
３～４枚のレイズ、６～９pts。
　　　　　
　－３Ｈ　
３～４枚のレイズ、10+pts。
　　　　　
　－３Ｓ　
４枚のレイズ、２～５pts。
－３Ｃ/Ｄ
元に戻ってナチュラル。
 ５．シングルトンまたはボイドがある場合（Bridge Guys）
　　 他のメジャーで３の代にジャンプする。Ｗ３６－２
　　１Ｓ－３Ｈ


３Ｈ＝シングルトンまたはボイドがある。
　　　　　‐３Ｓ

３Ｓ＝オープナーは一番低いビッドをする。

　‐‐３ＮＴ

３ＮＴ＝Ｃがシングルトンまたはボイド。
　　　　　‐‐４Ｃ

４Ｃ＝Ｄがシングルトンまたはボイド。

　‐‐４Ｄ

４Ｄ＝Ｈがシングルトンまたはボイド。
Ｗ３６－２
　　１Ｈ－３Ｓ


３Ｓ＝シングルトンまたはボイドがある。
　　　　　‐３ＮＴ

３ＮＴ＝オープナーは一番低いビッドをする。

　‐‐４Ｃ

４Ｃ＝Ｃがシングルトンまたはボイド。

　‐‐４Ｄ

４Ｄ＝Ｄがシングルトンまたはボイド。

　‐‐４Ｈ

４Ｈ＝Ｓがシングルトンまたはボイド。
　　１Ｓ－３Ｈ


３Ｈ＝シングルトンまたはボイドがある。
　　　　　････３Ｓ

３Ｓ＝オープナーは一番低いビッドをする。

　　　････３ＮＴ
３ＮＴ＝Ｃがシングルトンまたはボイド。
　　　　　　　････４Ｃ

４Ｃ＝Ｄがシングルトンまたはボイド。

　　　････４Ｄ

４Ｄ＝Ｈがシングルトンまたはボイド。
　　１Ｈ－３Ｓ


３Ｓ＝シングルトンまたはボイドがある。
　　　　　････３ＮＴ

３ＮＴ＝オープナーは一番低いビッドをする。

　　　････４Ｃ

４Ｃ＝Ｃがシングルトンまたはボイド。

　　　････４Ｄ

４Ｄ＝Ｄがシングルトンまたはボイド。

　　　････４Ｈ

４Ｈ＝Ｓがシングルトンまたはボイド。
Ｗ３６－３
バーゲン・レイズの例
１．パートナーの１Ｓオープンにどうレスポンスするか
（１）Ｓ：Ａ９６３　Ｈ：Ｑ７２　Ｄ：９５　Ｃ：ＱＴ７３
　　　３Ｃ･･････４枚のＳで７～９ptの範囲にある。（標準のビッドでは２Ｓ）（２）Ｓ：ＡＪ９８２　Ｈ：Ｊ６４３　Ｄ：８３　Ｃ：９５
　　　４Ｓ･･････５枚のサポートでプリエンプティブ。
（３）Ｓ：ＡＱＴ２　Ｈ：Ｋ９６５　Ｄ：Ｑ７３２　Ｃ：３
　　　４Ｃ･･････バーゲン３Ｄレイズには強すぎる。ゲームに行けるハンドでＣは多くても１枚しかない。スプリンター。
（４）Ｓ：ＫＪ７　Ｈ：Ｊ９３　Ｄ：ＡＱＴ７　Ｃ：Ｔ９４
　　　１ＮＴ････２オーバー１の場合。次に３Ｓ。標準のビッドでは２Ｄで次に２Ｓまたは３Ｓ（10pt～を既に示している。）
（５）Ｓ：ＱＪ８３　Ｈ：６５　Ｄ：Ｑ９２　Ｃ：ＡＱ８３
　　　３Ｄ･･････バーゲン・レスポンスの３Ｄに十分なハンド。もし次にパートナーが３Ｓならパス。既に貴方のハンドは伝えてある。
（６）Ｓ：ＫＴ８４　Ｈ：３　Ｄ：Ｔ９８７２　Ｃ：９４３
　　　３Ｓ･･････プリエンプティブ。４枚サポート、２～５pt

（７）Ｓ：Ｊ８３　Ｈ：９６５　Ｄ：ＫＪ９２　Ｃ：Ｑ８３
　　　２Ｓ･･････３枚サポート、６～10pt

（８）Ｓ：Ｊ８４　Ｈ：Ｑ９２　Ｄ：Ａ５４　Ｃ：ＡＫ７２
　　　２Ｃ･･････パートナーのハンドをもっと知るため。２オーバー１でも同じ。
２．１Ｓオープンに対してパートナーが①３Ｃ、②３Ｄ、③３Ｓとレスポンスしたとき何とリビッドするか。
（１）Ｓ：ＡＫＴ７２　Ｈ：７３　Ｄ：Ｋ２　Ｃ：Ａ６４３

　　①　３Ｓ････３Ｃに対してはサイン・オフ。
②　４Ｓ････３Ｄに対しては４Ｓの値打がある。（15pt）

③　パス････パートナーはプリエンプティブ。

（２）Ｓ：ＫＱＪ９６２　Ｈ：Ａ８６　Ｄ：４　Ｃ：ＡＫ９

　　①　４Ｓ････ゲーム止まり。
　　②　４Ｃ････キュー・ビッド。スラムの可能性がある。

　　③　４Ｓ････ゲーム止まり。

３．１Ｈオープンに対してパートナーが①３Ｃ、②３Ｄ、③３Ｓとレスポンスしたとき何とリビッドするか。

（１）Ｓ：Ｋ８　Ｈ：ＡＫＪ６２　Ｄ：Ｑ９３２　Ｃ：Ｋ７

　　①　３Ｄ････パートナーに最終決断を任せるため中間の３Ｄをビッド。
　　②　４Ｈ････ゲーム止まり。

　　③　パス･･･パートナーはプリエンプティブ。

（２）Ｓ：８２　Ｈ：ＡＫＴ７５３　Ｄ：８　Ｃ：ＫＱＪ３

　　①、②、③　すべて４Ｈ。③のプリエンプティブ・レイズには多分ダウンするだろう。しかしオポーネントには多分ゲームがあるだろう。オポーネントがビッドしないようにする。
